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◇ 地区紙発刊に寄せて    
尾張東地区協議会長   横江 昭憙 

                 
 地区組織委員

会の皆様の努力

により地区紙が

発刊されること

は、誠に喜ばしい

事であります。 

途中で途切れる

ことなく続けて

いくには、地区役

員、編集委員の皆さん、地区構成員の協力を

必要とされると思います。皆様方のお力添え

で地区紙の前途が、ますます広がって行くこ

とを祈念して挨拶に変えます。 
 

尾張東地区委員長    井上 勲 
                   

皆さんのご協力により、この 4 月から、尾張

東地区として

県下№1の加盟

員を誇る地区

として新たな

スタートをき

ることができ

ましたことに、

厚くお礼申し

あげます。さて

、今回の機関誌の発刊により、地区内の情報

伝達や交流の機会として、また、地区の活性

化の一助となるよう皆様で盛り上げて頂き、

今後、地区に無くてはならないものとして 

内容の充実を図られることを期待します。 
 

 
 
尾張東地区コミッショナー    中谷 洋 

         
新しい地区がスター

トして半年あまりが

経ち、多くの方が各々

の役務にご努力いた

だいた結果、少しずつ

地区として機能し始

めたと感じています。 
この機関誌「隼」も

組織委員会の方々の熱意で早々に発刊の準備

が整いました。このように、地区が大きくな

ったことで、知識や技能が集約され、これま

でになかったアイデアや工夫がスカウトのサ

ービスに、団や地区運営に活かされると思う

とわくわくします。 
そのためのツールのひとつとして、この 

機関誌が利用されることを期待しています！ 
                  
 
◇「かすがいまつり」 

春日井第 5 団ビーバー隊 
伊藤 秀太 

おちあいこうえんのれんしゅうは、つかれた

けどたのしかったです。「ほんばん」だとおも

ったらすごくきんちょうしました。あさみや

こうえんのれんしゅうは、きんちょうしたけ

どじょうずにできました。おもしろかったで

す。かすがいまつり「ほんばん」は、れんし

ゅうとちがって、めちゃくちゃきんちょうし

ました。 

「うちわ」をふるのは、たのしかったです。 

ちょっとつかれました。 

 

スカウト 

尾張東 
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◇ 献血ビラ配りと五条川清掃奉仕 

             大口第１団  ボーイ隊 

前田 裕哉 

 

中村 文咲 

ぼきんのあとに缶ぽっくりを作って、組できょう

そうをしました。リーダーにも勝って楽しかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

僕は9月24日に献血のビラ配りを手伝って、その

後、五条川の清掃奉仕を行いました。ビラ配りに

おいては、僕のフクロウ班は、残り 1 枚まで配りま

した。あと 1枚が残ってしまい残念でした。清掃に

おいては、最初はなかなかゴミが見つかりません

でしたが、後の方で、結構たくさんあったので、で

きる限り拾いました。 

 次にまた同じような活動があったらまた一生懸

命、みんなでやろうと思いました。 

 

◇ 町民体育祭での奉仕 

大口第 1団  カブ隊 

中西 祐里 

町民体育祭で、赤い羽根のぼきんをしました。

私は、お友だちやお友だちのお母さんにぼきん

をしてもらえて、とてもうれしかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 恒例の芋煮会 

江南１団 

平成 23年 10 月 16 日、毎年恒例の芋煮会＆団

総会を行いました。これを食べなきゃ江南 

１団の 1年は始まらないですっ!!! 

 
団委員が芋煮を、ボーイ隊が焼そばを、ベン

チャーが焼き芋を担当。スカウト達も年々料

理の腕が上達してきたか??!! 

スカウトを始め総会に出席する父兄やスカウ

ト予備軍の弟や妹が堪能しました。 
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◇ “動く車”づくり 

           瀬戸第 1団 カブ隊 

                 

 ５月に組対抗で“動く車”を作りました。

組集会で設計を相談し、材料集めや組み立て

をみんなで協力して行いました。できあがっ

た車でレースを行う予定でしたがあいにくの

雨で、レースは延期となり、夏の舎営で組対

抗レースを行いました。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ たのしかった夏のキャンプ 
小牧 2 団 ＢＶＳ隊  

 岩瀬 左帆（いわせ さほ） 
わたしはだんのキャンプで8月5,6,7日にな

がのけんのキャンプ場にいきました。 
２日目に川あそびをしました。水でっぽうで

あそんだり、ダムをつくったりしてあそびま

した。 
川の水はつめたくて、きもちがよかったです。

ちょっとふるえました。らい年もいきたいで

す。 
 
隊長より～夏に団キャンプで桑原キャンプ場に 

行った時のことが昨日のことのように

思い出されました。みんな楽しくがん

ばりましたよ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ いねかり 

春日井４団 ビーバー隊 

副長 市川 美恵 

今日もいい天気！晴れ女の隊長のおかげで、

活動はあまり雨になったことがありません。 

スカウトは、左手には軍手、右手に鎌を持ち、

いざ！たんぼへ。一列に並び、自分の前の稲

の束を一束ずつしっかり刈っていきます。 

刈った稲は、リーダーと保護者、お手伝いに

来てくれたカブ隊の数名がどんどんはざかけ

をしていきます。道具は正しい使い方を教え、

その通り使えば、小さくても上手に使えます。

大事なのは安全を大人が確保することです。

上手に最後まで作業する姿に成長を感じまし

た。その後、すっかり刈り取られた田んぼか

らは、カエルやイナゴやバッタがお目見えし、

子どもたちは、大喜びで虫を追いかけていま

した。刈り取った稲は１２月の餅つき大会で

みんなのおなかの中へ入ります。私はそっち

が楽しみです！ 
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◇ サンタさんに会いたいな 

春日井３団 ビーバー隊  

やまさき みほ 

このまえのしゅうかいで、クリスマスリース

をつくりました。 つくったあとは こうえ

んでもあそんだので とてもたのしかった。 

 ほんもののサンタさんにあいたいです。 

                   

◇ いつもげーんーき 

        瀬戸第 1団 ビーバー隊長 

               加藤 尚美 

 瀬戸１団ビーバー隊です。 

“楽しい活動“をモットーに、デーキャンプ

やハイキング、七夕やクリスマスなど季節に

応じた活動や、地域の行事にも積極的に参加

します。先日の招き猫祭りにはフェイスペイ

ントして参加しました。 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ スカウトの日 
北名古屋第２団 ＣＳ隊長  

西下 秀志 
９月２５日 ビーバー隊、カブ隊、ボーイ隊

は『スカウトの日』のプログラムで 空き缶

拾い ペットボトル回収 ゴミ拾いを 実施

しました。当初は９月４日の予定でしたが、

あいにくの天候のため延期となり アクショ

ンシートを使ってのカードゲームをしました。

スカウトは自分達にできるＥＣＯについて真

剣に考えました。  
スカウトはゴミ拾いもゲーム感覚ですが、空

き缶や空ボトル、ゴミなどの分別をして収集

しました。こういった活動を通して地球環境

のことや地域社会での役割など、考える心の

育成をしていきたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇「ドキドキワクワク春日井まつり」  

春日井第４団 カブ隊 
               二宮 梨緒 
 私は、１０月１６日（日）の春日井まつり

のパレードに出ました。パレードでは、「カス

ガイマツリ・オメデトウ」という文字を手旗

で作りました。自分的には、バラバラかな？

と思ったけど、隊長やいろんな人がそろって

いたよ！と言ってくれたのでうれしかったで

す。まわりの人のはく手で勇気をもらいまし

た。 私は、少し失敗してしまったけど、あ

まり気づかれなかったようなので良かったと

思いました。パレードが終了して中央公園に

行く時足がすごくいたくて、もうクタクタで

した。でも、いいえんぎができたかなと思い

ます。本当にドキドキワクワクしました。 
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◇ 私はウルフカブを取りました。 
ボーイスカウト春日井１０団 

    今年９月より BS 隊 後藤 友里  
私は春日井第10団で第一号のウルフカブを

取りました。とても嬉しかったです。これが

取れたのは、お父さん・お母さん・隊長やリ

ーダーが応援してくれたからだと思います。 
これからはボーイスカウトとして、またバッ

ジをたくさん取っていきたいです。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ いかだ下り 

江南第二団 カブ隊 

 山本竜也 

 いかだ下りでいちばん楽しかったのは、い

かだを作るところです。なわでタイヤとタイ

ヤを結ぶところがおもしろかったです。 

 みんなといかだ下りができてとてもうれし

かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 成長のあかし 

             瀬戸第６団 カブ隊

小川 優輝  保護者 小川 万里 

  いつの頃からか息子が目標としていた、 

「スーパーカブ」になることができました。 

カブ過程の３年間あれば余裕で全部取得でき

ると考えていたチャレンジ章。いくつもの 

課題があり、また長期に渡り観察を続けなく

てはならない課題、調べてノートにまとめな

くてはならない課題が複数あり、学校の宿題

や他の習い事、学校での運営委員の活動との

両立が大変でした。「ノートを上手にまとめ

られる子は、頭が良くなる。」そんな話を聞い

ていたため、ノート作りの勉強を兼ね、初め

は試行錯誤で親子で取り組んでいました。 
うさぎの過程では、私のアドバイスを受けな

がら取り組んでいましたが、しかの過程にな

った頃から自分自身で課題をこなしていきま

した。現在は４月から学生となった母と５月

から水泳選手となった妹のため、とても忙し

くなってしまった家庭を支えてくれる頼もし

い存在となっています。自分のまとめたチャ

レンジ章のノートの料理レシピを見ながら料

理を作ってくれたり、どこかでレシピを調べ

ては料理を作ってくれます。また、さりげな

く他の家事もお手伝いしてくれたり、これは

彼が生まれもった性格もあるかもしれないの

ですが、チャレンジ章で学んできた成果でも

あるのかなと思っております。この経験は今

後の彼にとって大きな財産となっていくでし

ょう。 
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最後に息子のチャレンジ章全取得に際し、

ご指導いただきました隊指導者の皆様に厚く

御礼申し上げます。 
 

◇ キャンプはたのしい 

         春日井第 8団 カブ隊 

              山下 ケン 

5月 3日から 5日まで信州高遠少年自然の家 

へ行きました。いろいろなことをしましたが、

心に残ったのは２つです。まず一つは、キャ

ンプファイヤーです。「ちょっとの間、空を見

ていてください。」と言われたのでじっと見て

いると、初め、星は全然見えませんでしたが、

しばらくすると、空が星でいっぱいになりま

した。星は大きくて、すごく、すごく、きれ

いでした。二つめは食事です。自分たちで作

ったスパゲティーはとてもおいしくて、おか

わりをしました。帰りは 6 時間ぐらい車に乗

っていたので、つかれました。でも、とって

もたのしかったです。 

 

 

◇ ハイキングに行きました 

         春日井第８団 カブ隊 

              古藤 大雅 

ぼくは、高ぞう寺の山にみんなでハイキング

に行きました。せまい道を歩いていたら、  

ヘビがいました。はじめて、本物をみたので、

びっくりしました。ちょっとこわかったです。

山のちょうじょうで食べた、おにぎりはおい

しかったです。山をあるくのは、つかれたけ

ど、いつもとはちがうものをいっぱい見れて

楽しかったです。 

 

◇ たのしいことが いっぱい 

春日井３団 カブ隊 

やまさき なつみ 

こんどのクリスマス会でつくるメニューを 

みんなでかんがえました。クリスマス会で 

おりょうりするのも たのしみです。 

 はやく こんどのしゅうかいがきてほしい

です。新しいおともだちもくるのでそれも 

たのしみです。 

 らいねんの おもちつきもたのしみです。 

                      

◇ 「春日井祭り」 
     春日井第 5 団カブ隊 

平山 りゅうや 
ぼくたちカブたいは、手旗行進をすることに

なっていたので合同練習を二回もしました、 
ぼくは、じゃんけんで勝ったので隊旗の旗手

になることができました。手旗は、まちがえ

ないようにきんちょうしましたが、手旗は 

まちがえる事がないので良かったです。 
出番が終わった後にインドの人や、ドイツの

人とお話しをしたり、写真をとったりしまし

た。次に中央公園にいきエコクイズをしまし

た。なんだかんだで楽しい一日でした。 
 
◇ 「春日井祭りの感想」 

春日井第 5 団 カブ隊 
大森 慶紀 

ぼくは 10 月 16 日に春日井祭りのパレードに

参加しました。手旗信号で「お・め・で・と・

う」をやりました。公園で練習した時はでき

たけど、本番は人がいっぱいいたから緊張し

ました。でも練習を思い出して間違えずにで

きてよかったです。パレードが終わって隊長

さんがごほうびにラムネを買ってくれました。 
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すごくおいしかったです。 
くまスカウトのぼくにとって最後の手旗信号

はいい思い出になりました。 
 
◇ 夏のキャンプのおもいで 

        小牧第１団 カブ隊 

しか 岡野 耕大 

今年のだんのキャンプは、ぎふけんのかみいしづ

のキャンプ場にみんなでバスにのって行きました。

ときどき雨がふったりして活動がたいへんでした

が、いっぱい思い出をつくる事ができて楽しかっ

たです。ロウソクを作ったり、みんなでごはんを食

べたりして家ではたいけんできないことがたくさん

できました。一番思いでにのこっているのは、キャ

ンプファイヤーの時、組のみんなとまもるのおきて

のかえ歌をみんなの前でうたいたのしかったで

す。 

これからもカブたいでいろんなことを学んでがん

ばっていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 夏キャンプ 

小牧第１団 カブ隊 

しか 伊藤 直 

私が、夏キャンプで楽しかった事は二つあります。

一つ目は、竹の水てっぽうを作ってあそんだ事で

す。理由は、竹の水てっぽうを作っていて、竹を

切る時、本当はしかスカウトからくまスカウトしかや

れなかったけど、うさぎなのにやらせてくれた事で

す。竹を切るのがとても楽しかったです。水てっ

ぽうがかんせいしたら、水てっぽうであそびました。

天ぱく君や、ふみやくんにとっても水をかけられ

て私の洋服が水びたしになってしまいました。で

も、楽しかったです。二つ目はハイキングです。

早くポイントを集めて、一番にゴールしました。 

ハイキングもとってもとっても楽しかったです。  

本当は私の組（３組）がゆうしゅう組になると思っ

たのに、ゆうしゅう組は５組でした。キャンプでたく

さん友だちができたし、キャンプもすごくすきにな

ったので、またキャンプに行きたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ キャンプの思い出 

        小牧第１団 カブ隊 

しか 平手 創樹 

ぼくは８月５日から７日におおがき市上石津のキ

ャンプ場に行きました。まず、キャンプではロウソ

クを作りました。ロウソク作りはむずかしくなかった

ので、とても楽しかったです。後は、流しそうめん

がうまくとれなくて大変だったけどゼリーが流れて

きた時はうまくとれてうれしかったです。 

ハイキングは山道で途中ちょっとつかれてヘトヘ

トになってしまってキブアップになってしまって残

念でした。でもハイキングはまたしたいです。 

キャンプは楽しかったです。 
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◇ 心にのこったキャンプファイヤー 

小牧第１団 カブ隊  

しか 伊藤 陽菜 

８月にカブたいのキャンプに行きました。 

まずハイキングに行ったり、ながしそうめんを食べ

たり、水てっぽうを作ってゲームをしたり、ろうそく

を作ったりいろいろなことをしました。 

わたしが一番心にのこったことはキャンプファイヤ

ーです。わたしの組はマル・モリ体そうをおどりま

した。むずかしかった所もあったけれどみんなで

元気よくおどったので楽しかったです。 

1 年間楽しく２組のみんなと活動ができてよかった

です。 

 

◇ 楽しかった夏のキャンプ 

小牧第１団 カブ隊 

 しか 島田 芽衣 

わたしが、夏キャンプで楽しかったことは、キャン

プファイヤーでカブのみんなで空を見ました。 

空には星は出ていなかったけどほたるがひかっ

ていました。ほたるが星のようにひかっていました。

きれいでした。さいごに４くみだった子といっしょ

におにごっこしました。楽しかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ カブに上がったよ 

小牧第１団 カブ隊 

 うさぎ 岡野 桃子 

わたしは、今年の９月にビーバーからカブになり

ました。わたしは、ビーバーのときにはおかあさん

に、じゅんびをしてもらっていたけど、カブたいで

は自分でやらないといけないので、カブたいって

たいへんだなぁとおもいました。二年生の子は、 

４人しかいないので、もっと、友だちが入ってくれ

るといいなぁとおもいました。 

カブたいでいっぱい知らないことを、学びたい 

です。 

 

◇ スーパーカブ大作戦 

        小牧第１団 カブ隊 

 くま 友松 利敬 

「よし、とうとうスーパーカブだ！」  ぼくは八月の

キャンプで、念がんの『しかでスーパーカブを取

る』ということを、ついに達成しました。ぼくはしゅう

りょうしょうがもらえるのが、くまになる上進式にな

るかと心配しましたが、キャンプの時にもらえたの

でよかったです。ぼくはカブになってすぐ、しかで

スーパーカブを取るということを目ひょうに、チャレ

ンジ章を取っていました。最初にかんたんなもの

とか興味があるものをどんどんやっていきました。

はじめのころは母に「七行の表を作ってね。」と言

われたとき、大小さまざまな四角を七こ書いてしま

いました。それに、『画家』で母のにがおえを書い

たときは、下絵はとてもうまくかけたのに、絵の具

で細かいところをぬるのが初めてだったので、ベ

タベタにぬってしまったりもしました。でもだんだ

んいろいろできるようになってきて、たとえば『動

物愛ご』の時には、ペットのみゃあちゃんが午後

八時四十五分にどこにいるかを一カ月調べまし

た。ちゃんと毎日アラームをセットして、しっかりで

きました。チャレンジ章は時間がかかったり、やり

方がわからなかったりしてたいへんだったけど、ス

ーパーカブが取れてとてもうれしいです。くまでは

組長をがんばります。 

 

◇ スカウトの日の思い出 

小牧第１団 カブ隊 

 しか 天白 和希 

スカウトの日にぼくたち４組は、アピタの近くへゴミ

ひろいに行きました。ゴミがいっぱい落ちていまし

た。たとえば、ビールのカンややきとりのくしが落
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ちていました。1つ大へんなことがありました。お

なじ組の子が水筒をおとしてしまいました。組長

が探してくれて見つかりましたが、みぞの中に落

ちていてびっくりしました。お昼ごはんを食べてか

ら緑のぼきんをしました。いれてくれる人は少なか

ったけどたくさんあつまったと思います。 

次長になってはじめてのぼきんだったのできんち

ょうして少しつかれました。これからもがんばりま

す。 

 

◇ 楽しかった夏のキャンプ 

小牧第１団 カブ隊 

 くま 神谷 歩夢 

ぼくは、８月５日から７日までかみいしづ緑の村公

園バンガロー村にキャンプに行きました。 

キャンプファイヤーで、「マルモのおきて」の歌を

カブのおきてに変えて歌にして発表しまっした。

ぼくはタンバリンをやりました。きんちょうして大き

な声では歌えなかったけどがんばりました。 

今度キャンプファイヤーで発表する時は大きな声

でがんばりたいです。 

夏のキャンプは水てっぽうも作りました。とても楽

しいキャンプでした。 

 

◇ 組長になって 

小牧第１団 カブ隊 

 くま 栗本 真有希 

私は、今年組長になりました。進級式で、名前が

よばれたとき、うれしさと私にできるかなという気持

ちがありました。私の班は、私以外男の子しかい

ません。一人で心ぼそいけれど、もっとみんなと

なかよくなりたいです。 

これから一年間組長をがんばろうとおもいました。 
 

◇ キャンプ 

     江南第３団 カブ隊 くま 

             安田 曜 

ぼくは７月２２日八曽の里キャンプ場でキ

ャンプをしました。キャンプ場では大きなプ

ールや、川があり、プールには、みんなが  

よろこびそうなスライダーもありました。 

 キャンプ場では夜カブト虫やクワガタ虫捕

りをカブたい全員でやりました。でもあまり

カブト虫などはみつからなかったけれど、女

子トイレでミヤマクワガタをつかまえれてよ

かったです。そしてキャンプ 1日目は終わり

ました。２日目が始まりました。朝食などを

食べ川にいきました。川では、小魚や、カニ

がたくさんいました。二日目の昼にはビーバ

ー隊も来ました。そして２日目が終わるころ

カブはまた、虫捕りに熱中していて、大きな

ミヤマクワガタをつかまえることができまし

た。カブ隊の最後のキャンプの日になりまし

た。最後の日ではプールが入れて、スライダ

ーで遊びました。それからひるごはんを食べ

て、家へかえりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ドッチビー大会 

         江南第３団 カブ隊  

うさぎ 山本 なち 

六月十九日、ドッチビーの大会がありました。

はじめにラジオ体操のじゅんびうん動があっ

て、けがをしないようにしてそれから一回せ

ん目は、かちました。二回目の、相手は大口

一団でとても強いチームでした。２８・７に

まで、「さ」が出るほどでした。お昼に、おに

ぎりを食べて たい長にかいちゅうでんとう

と、ノートをもらいました。きゅうけいの  
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間に、さっそくノートに絵を書きました。 

 けっか発表があって江南３団は、準優勝で

した。そして、トロフィーやしょうじょうを

もらいました。すごくキレイでした。くみち

ょうはプレゼントを、もらっていて、みんな

が「ずるいよ。」と言っていました。ちょっと

うらやましかったです。帰り、手がしびれま

した。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

◇ カブのキャンプは楽しかった 

        江南第３団 カブ隊  

しか 熊﨑 裕 

カブのキャンプのとちゅうでペットボトル 

ロケットをしたりカールじいさんの空とぶい

えをみたりしました。そしていろいろなごは

んをたべました。いちばんおいしかったのが

マーボーどうふでした。キャンプはたのしか

ったです。ペットボトルロケットをとばした

らいちばんひくくいちばんおそくおちました。

あるいみすごいなとおもいました。たのしか

ったです。キャンプでドロあそびやいろんな

ことをやりました。ペットボトルロケットの

川らで林さんがウンピーをふみました。林さ

んはすごくおどろいていました。ペットボト

ルロケットをしたときみずがかかりました。

つめたかったです。ただは、ゲリピー号とし

ょうぶをしたらかちました。ゲリピー号はげ

ひんだったです。いろいろあってたのしかっ

たです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ カブキャンプとありますが、団行事の一環で親

子交流行事 野遊び塾パート７です。夢小屋 代表 

片岡鉄雄先生をお呼びして、水ロケットを作成・  

打ち上げを行っている風景です。 

 

◇ ビバークハイキング 
小澤 晴 

僕は、１０月２２日と２３日にビバークキャ

ンプに行きました。その日天気は雨だったの

でいろいろな事をやるのが大変でした。たと

えば、フライをたてた後、フライに雨がたま

ってフライがたおれました。次は雨が降って

もたおれないようにきちんとロープをはりた

いです。そのキャンプは班長になってはじめ

てのキャンプだったのでいろいろ分からない

事がありましたがリーダー達にいろいろ教え

てもらいました。ぼくは、班長は難しいなあ

と思いました。でもこれからもがんばって 

班長をやりたいです。 
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◇9 月からカブからボーイになりました。 

春日井３団  

西尾 駿斗 

  カブ隊の時より楽しいです。その理由は、

自分達の班で決めて活動ができるし班の仲間

たちと一緒になんでも相談して考えることが

できるから自由に活動ができます。中学にな

ると部活がはじまってあまり集会に出れなく

なるかもしれないから、小学校のうちはがん

ばって出席したいです。 

  隊長にも サインをもらいたいです。 

 

◇ カヌー訓練 
北名古屋第２団  

ＢＳ隊副長 日比野 壽子 
平成 23 年 9 月 11 日 北名古屋第２団のＢＳ

隊は 八百津町Ｒ＆Ｇ海洋センターにてカヌ

ー訓練をおこないました。カヌー訓練は我が

団のボーイ隊の必須のプログラムで、カヌー、 

カナディアンカヌー、バナナボードを現地 

指導者のもとで体験しました。毎度ながら、

スカウト全員が水上を自由自在でスイスイ進

みます。 みんなの船艇を繋ぐと波の揺れに

も負けない安定感！しかし、バナナボードで

は全員撃沈！水は冷たかったけど楽しい訓練

でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 赤い羽根募金 

         日進第 1団  ボーイ隊 

                 石 川 

 日進第 1団では 10月 2日の日曜日に名鉄 

日進駅で赤い羽根の募金を行いました。 

ビーバー・カブ・ボーイの 3隊からなる縦割

りの 3班編成で、10月にしては少し肌寒い日

にもかかわらず 1時間に渡り駅を利用する

方々に大きな声で募金を呼び掛け、たくさん

のあたたかい気持ちをいただきました。 

市の社会福祉協議会の方から集まった募金が

どのように使われるのかのお話もしていただ

き勉強になりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 夏季キャンプ 

江南第二団 ボーイ隊  

岸 諒 

 ８月６、７、８日の二泊三日で、江南二団

での夏季キャンプが岩村にて行われました。 

久々にビーバーからローバーまで集結したの

で、とても楽しく先輩方や後輩たちと関わり

合えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 12 - 

◇ スーパーカブになりました 

小牧第２団  

杉井 秀彰（上進して現在はボーイ隊です） 

僕は、スーパーカブになれました。理由は２

つあります。１つめはみんなの協力があった

ことです。２つめは、自分ががんばったこと

です。どちらかが欠けても、僕は、スーパー

カブにはなれなかったと思います。これから

は、菊・富士章をねらってがんばりたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ お祭りに参加しました 

瀬戸 1団 ボーイ隊 トナカイ班 

班長 加藤 葵 

9月24日に瀬戸の招き猫祭りに参加しました。 

ボーイ隊はみんなでフェイスメイクをしても

らい、街をねり歩いてお祭りを盛り上げました。

男子の中には最初恥ずかしがっていたスカウ

トもいましたが、みんなカメラを向けると、 

猫のポーズ(笑)がとてもかわいかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇９月からボーイになりました 

春日井３団 カブ隊  

                 山崎 有海 

 11 月のハイキングで１０キロメートル以上 

歩きました。こんなにたくさん歩いたのは 

初めてでした。地図をみながら歩いたのです

が、とちゅうで、道をまちがえて遠まわりを

しましたが、新しい仲間といっしょに、つら

かったけど楽しめました。 

 温泉にも入れたので よかったです 

 

◇ ２２WSJ に参加して 
          瀬戸第６団 ボーイ隊 
            副長 野村 勝美 
第２２回世界スカウトジャンボリー(22WSJ)
が 7 月 27 日(水)~8 月 7 日(日)までスウェーデ

ンにて開催されました。世界中のスカウト約 4
万人が一堂に集まり“シンプリー・スカウテ

ィング”のテーマのもと、スカウトらしいキ

ャンプ生活を行いました。日本からも約 1,000
人のスカウトと指導者が派遣されました。私

は15隊の副長として尾張ブロックおよび名古

屋のスカウト共に参加しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 7 月 27 日ジャンボリー会場への入場と設営

は好天に恵まれました。テントを立てゲート

を作り、とすべて順調でした。ゲートは日本

からわざわざ持って行った赤いペンキを使っ

て神社の鳥居のように作りました。スカウト

の計画に任せていたのですが、出国時にペン

好評だった鳥居型ゲート 
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キを持っていくと聞き何を考えているんだと

思いましたが、出来上がりを見てあっぱれで

した。この赤色は結構目立ち、立ち止まって

記念写真を撮っていく外国スカウト続出でし

た。残念ながら 28 日は朝から雨。夜には開会

式があるというのに…。一気にテンションが

下がりました。この雨は 3 日間降り続きまし

た。30 日の夕方に雨が上がり、日が差してき

たときにはサブキャンプ中から歓声が沸きお

こりました。スカウトの毎日は、朝起きたら

朝食とお昼のお弁当作り。朝食が終わったら

お弁当を持ってプログラムへ出発。夕方に戻

ってきたらマーケットへ行って食材の買い出

しと、夕食作り。夕食後は班会議と班長会議。

この合間をぬって洗濯やシャワーもします。

それから外国スカウトとの交流会もしました。

結構忙しいです。日本ジャンボリー(NJ)では

食事作りの手間を省くためにレトルト食品が

多かったようですが、WSJ ではそうはいかず

班ごとに全てスカウトが手作りしました。原

隊でやってきた成果の見せ所でもあります。

また、前回イギリスでの WSJ では配給制だっ

たそうですが無駄が多かったと言うことで、

今回のテーマ“シンプリー・スカウティング”

にそって無駄を無くすためにマーケット方式

でした。この方式だと余った食材を廃棄する

ことはありませんが、どうしても使いやすい

食材ばかり買ってきて、自分たちが作ったこ

とのあるものを作ってしまいがちで、配布さ

れたクッキングブックを参考にして外国料理

にチャレンジすることはあまりなかったよう

です。その点が、少し残念に思いました。 
外国スカウトとの交流のひとつに記念品交換

がありました。日本のワッペンやハッピそし

てポケモンのチーフリングはとても人気があ

りました。チーフリング１個が数枚のワッペ

ンと交換できたり、ハッピがとてもしっかり

したコートに変わったりと誰がどんないいも

のに交換してくるのかが楽しみでした 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

31 日以降は晴天が続き最高気温が 25℃な

いぐらいで、朝晩は上着がないと肌寒いです

が、湿度が低いのでとても過ごしやすい気候

でした。ちなみに、日の出は 4 時、日の入り

は 22 時でした。 
8 月 4 日は《カルチュアルデー》でした。そ

れぞれ自国の文化を紹介します。我が15隊は、

お好み焼きとたこ焼きを作り、書道や折り紙

を紹介し、AKB48 の踊り(これが日本文化？

年寄りからすると疑問)を披露しました。お好

み焼きやたこ焼きにのっているかつお節は外

国人には木くずにしか見えなかったようです。

『This is dry tuna.』と言って実際に食べて見

せてようやく納得して食べてもらえました。

食文化の違いを痛感しました。6 日夜は閉会式

なのでプログラムは前日までに全て終了し、

朝から撤営準備に入りました。ゲート等の工

作物を解体したり、翌日が雨の予報だったの

でテントを半分の数に減らしたりしました。

『ああ、もうこれで終わりなんだ。』長かった

ような短かったような複雑な気持ちでした。

夕方、閉会式に出席するため私が D パックを

背負っていたらあるスカウトが『何か持って

行くんですか？』と聞いてきた。『一応カッパ

をね。』と答えたら、快晴の空を見上げながら

『降らないっすよ。』と言ったので『“そなえ

よつねに”かな。』そんな会話をするほどのい

ドイツ隊との交流会 
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い天気だったのに、閉会式開始から 30 分もた

たないうちに土砂降りの雨が降り出しました。

ほとんどのスカウトが雨具を持たずに行って

いたのでびしょ濡れになりました。“そなえ

よつねに”を思い知らされた一場面でした。

雨に始まり雨で終わった WSJ でした。 

 
 
とても印象的だったのは、開会式と閉会式で

大会ソングを参加者全員で合唱したことです。 
約 4 万人の心がひとつになっていました。こ

の気持ちは実際にその場にいないと味わえな

い事です。これまで、WSJ は雲の上の話だと

ばかり 思っていましたが、今回参加してみ

てスカウト活動をしていれば誰にでも参加で

きるものなのだと気づきました。４年後の 

 
 
23WSJ は日本・山口県にて開催されます。そ

のときには一人でも多くの瀬戸 6 スカウトに

是非とも参加してほしいものです。参加対象

は 1998 年夏から 2001 年夏生まれです。現在

のカブ～ボーイ年代のスカウトが該当します。

これより上のスカウトには IST(国際サービス

チーム員)や指導者として参加可能です。IST
は縁の下の力持ちです。今大会も多くの IST
の支えによって成り立っていました。やりが

いのある役務だと思います。また、2001 年夏

以降生まれのスカウトは８年後のアメリカで

開催される 24WSJ を目指して下さい。スカウ

トとして参加できるのは一生に一度しかあり

ません。外国のスカウトと交流し見聞を広め

ひと回りもふた回りも大きく成長できるチャ

ンスです。こんな夢を持って今後のスカウト

活動を続けてみて 下さい。ただし、参加す

るためにはスカウト技能だけでなく体力・精

神力・英語力を身に付けておいて下さいね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今回初めて混成隊の指導者をさせて頂きま

した。これまで瀬戸6しか知らなかったので、

他団の指導者およびスカウトと接し、色々と

勉強させて頂きました。この経験を今後の 

活動に生かしていきたいと思います。 
 

◇ 韓国ソウル北部連盟キャンポリーに 
参加して  

ボーイスカウト春日井１０団    

犬飼 陽介 
８月８日から１５日までの１週間、僕は韓国

のソウル連盟キャンポリーに参加してきまし

た。このキャンプで一番感じたことは、言葉

の壁でした。韓国スカウトとはカタコトの 

スウェーデン隊との交流会 

キャンプファイヤー 

スウェーデン指導者アンニャと一緒に 
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英語で会話をしていましたが、やはり伝わら

ないこともあり、ジェスチャーを交えながら

必死になって伝えていました。「言葉」という

ものの大切さを感じるキャンプでした。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 団紹介 

北名古屋第２団 

          団委員長 伊藤 伸二 

 北名古屋第２団は、昭和５４年（1979 年）に

師勝第１団として、地元の名士の方々のご尽力

と西春日井１団（現清須１団）等のご指導を得

てカブ隊のみで発足しました。平成 18年（2006

年）に師勝町と西春町が合併して北名古屋市が

誕生し団名も北名古屋第２団と改名しました。 

最近の１５年間は概ね指導者３０名とスカウ

ト５０名で推移してきました。直近では女子ス

カウトの増加とスカウト総数の減少が見られ

ます。これからも先輩諸団のご指導ご援助を 

よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 創立 60 周年記念キャンプ 

庄内川の河原で思い出のキャンプ 

清須 第 1団 ローバー隊 

               榊 原  

私が、清須第 1 団のスポークスマンです。  

今回のキャンプも新聞発行してきました。 

このキャンプは、清須第 1団が昭和 26年 9月

創立し、60周年を迎えた記念のキャンプです。

昔の写真の中には、創立 10周年でキャンプを

している写真もありました。キャンプ場は、

清須市水防センターの下の庄内川河原で、 

名古屋駅の高層ビルよく見える場所です。9月

20日の台風15号の影響で、この河原も浸水し、

堆積物が多く残る状況でしたが、市役所の復

旧作業のおかげで、10月 8日から 10日のキャ

ンプに間に合わせていただきました。キャン

プには、北名古屋、岩倉、江南からボーイ隊、

ベンチャー隊のスカウトがいっしょに参加し

ていただき、友情を深めることができました。

特に、２日目には、庄内川に住む生物を調べ

るため、「がさがさ」をしました。小さなえび、

ヤゴ、小魚などがたくさんすんでいました。

また、食事ではダッチオーブンを使いパンを

焼き、そして、鶏を丸々１羽蒸し焼きにしま

した。とても楽しいキャンプを多くの友達と

楽しむことができました。 

 

 



 - 16 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 創立６０周年記念式典を開催 

         清須第 1団  団委員 

                 岩花 

 秋晴れの 10月 8日(土)、清須第１団創立 60

周年の記念式典を開催しました。 

 当日は、清須市長、地区委員長、地区コミ

ッショナーを来賓にお招きし、また清須市隣

接の団スカウトにも出席していただき盛大に

開催することができました。 

 清須第 1団は、昭和 26年 9月、尾張地区で

初めてのボーイスカウト隊として西春日井第

1隊と称し活動がスタートしました。 その後、

西春日井第１団に改められ、平成１７年７月

７日には、活動拠点であった新川町が、清洲

町、西枇杷島町と合併し清須市となったのを

機会に、同日、清須第１団に団名を変更しま

した。現在は、春日町も清須市の市域に含ま

れるようになり、小学校８校、中学校４校を

範囲に持つ団になりました。途中、リーダー

不足、隊資金の枯渇と何度か危機がおとずれ、

連盟登録が切れたときもありましたが、活動

だけは、続け隆盛を見ることができました。

しかし現在は、少子化、多様化などスカウト

数が激減し、苦慮しているところです。その

中で、女子スカウトの受け入れ、ビーバー隊

を５年前に発足、ローバー隊を３年前に発足

し標準団の仲間入りができました。 

 これを機会にスカウト運動の原点に帰り、

ちかいとおきての実践に努め、「地域社会と

世界に役立つ人」を育ててまいります。 
 今後ともご支援をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ファイヤーダンス 

江南第二団 ベンチャー隊  

浅井 里菜 

 団キャンプでファイヤーダンスをするので、

１ヵ月前から練習をしていました。なかなか

全員集まることができず、完成したのはキャ

ンプファイヤーが始まる１時間程前でした。

失敗もありましたが、最後までやりきること

が出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 世界ジャンボリーに参加しました 

日進第１団 ベンチャー隊 

遠渡 季音 

私は今年の夏、スウェーデンで行われた 

世界ジャンボリーに参加しました。私の隊で

はドイツとの交歓を企画、日本の文化として
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書道などを紹介しました。この隊交歓意外で

も色々な場面で国ごとの文化の違いを感じ、

日本人であること、そしてスカウトであるこ

とに誇りを持つことができ、とてもいい経験

になりました。後輩スカウトにも、チャンス

があればぜひ参加してほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ WSJ 参加報告 

日進第１団 ベンチャー隊 

三宅 章夫 

僕は今回の WSJ でいろいろな経験をさせて

もらいました。そこではいろいろな国のスカ

ウト活動を見て改めてボーイスカウトはすご

いと思いました。これからは自隊や WSJ でで

きた仲間とスカウト活動に取り組んでいきた

いです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ターゲットバッチ完修 

          春日井第２団  VS 隊     

            原崎・舩橋・水野 

初めは 53個と多い数、無理だと思っていたけ

ど、全部取ることができてすごく達成感があ

りました。頑張ったかいがあったと思います。

私達は活動が大好きなので、楽しく取ること

ができました。今後も頑張ります。 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 世界ジャンボリーに参加して 

大口第 1団  ベンチャー隊 

石岡 暁雪 

世界ジャンボリーの訓練キャンプなどで同じ隊

の人たちと仲良くなり、会場についてからはまた

一層仲良くなったと思いました。はじめはお互い

に遠慮していたところとかあったし、ケンカをしたり

していたこともありました。でも、長い期間一緒に

活動して、どう向き合えばいいかもわかり、とても

いい経験ができたと思います。他の地区の人と 

一緒に活動することは少ないし、仲良くなる機会

もめったにないので、仲良くなった人たちとまた

一緒にキャンプや遊びに行ったりしたいと思いま

した。 
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◇世界ジャンボリーに参加して 
春日井 10 団 VS 隊  

楠瀬 大志 
僕が参加した 22WSJ は、今まで培ってきた 

スカウト経験を十分発揮できる場であり、自

分を大きく成長させる場でもありました。だ

から、現地での経験を将来につなげて、社会

に貢献できる大きな人間になっていきたいで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 「世界ジャンボリーに参加しました」 
春日井第 5 団ボーイ隊 

平山 凱野 
7 月 27 日～8 月 7 日にかけて僕らは世界ジャ

ンボリーに行ってきました。僕は 2 回目の  

募集で応募したので混合隊になるかもしれな

いと言われていました。でも行きたかったの

で応募しました。でも僕は愛知１５隊として

いくことが出来ました。 
僕は中学 2 年で最年少としていきました。 
僕達は大会期間中にさまざまなプログラムや

他の国のスカウトと交流をしたりしました。

プログラムの中には朝の 4 時に自分のテント

サイトまでもどったものも有りました。時に

はリーダー方にも怒られました。でも僕は  

2 週間と少しを何も無いところで過ごしたの

がとても楽しかったです。 
 今回の世界ジャンボリーがなぜスウェーデ

ンで行われたかというとスウェーデン国王が

ボーイスカウトに関心を持ってくださってい

るのでスウェーデンになったそうです。次の

世界ジャンボリーは日本の山口県のきらら浜

というところで行われるので皆さんも家の人

に頼んで行ってきてください。 
とても楽しかった初めての世界ジャンボリー

でした。 

◇ 指導者になって 

犬山第５団 カブ隊隊長

杉本 京子 

今年（平成 23年）の 9月から、カブ隊隊長

の任に就きました。スカウト保護者・デンリ

ーダー・団委員・地区健康安全委員としての

お手伝いしかしたことのない私は、どの様な

技術・資格・体験を教えられるのか、どんな

活動プログラムを行ったらよいのか、考え悩

んで、模索していました。そんな矢先、日本

連盟初代総長 後藤新平氏が言い残した『よ

く聞け・・・人を残して死ぬ者は上だ。』と

の言葉を見つけた時、大変感銘を受けました。

私は、子供達に技量を教えることを優先し、

スカウト運動の目的を見失いかけていました。

健康に気をつけ、人生に役立つ技能を体得し、

誠実で勇気をもって、社会に奉仕できるよう

な器量にすることがスカウト運動の目標だっ

たことを思い出しました。初代総長の『人を

残すこと』とは、まさしくスカウト活動その

ものだと思いました。プログラムの種類でな

く、活動内容をいかにスカウト個人の人生に

役立つものに展開していくことができるかが、

指導者に求められているように感じました。

そこで、指導者のさだめとして  

１．健康に気をつける。  

２．誠実である。  

３．寛大である。  

４．人と比べない。  
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５．不平不満を言わない。 

を深く銘記し、慈（いつく）しみの心を持って 

永遠のスカウトでありたいと思っております。 

  

 

 

 

 

 

 

◇ 世界への一歩 

              江南 1団  ベンチャー隊 

生駒 隼輝 

今回の 22WSJ に参加し、普段の生活では体

験できないすばらしい体験を沢山することが

できました。ジャンボリー期間中、いろいろ

なモジュールアクティビティ等のプログラム

をこなしてきましたが、最もよかったと思う

のはハイクインキャンプです。ハイクイン 

キャンプでは開催国であるスウェーデンのス

カウトと一緒に回ることになり、日本人だけ

で回っていては知ることが無かっただろうス

ウェーデンの自然に関する知識を得ることが

できました。ハイクインキャンプが終わって

も一緒に回った隊との交流は続き、2 度の交歓

会を行ってお互いの国の料理やゲームを披露

しながらより深い交流をすることができまし

た。毎日のようにあったモジュールアクティ

ビティでは説明を聞いて活動をするため、今

まで疎かにしてきた英語力の大切さを思い知

らされました。班長だけが呼び出されて説明

を聞く時には 1 人で何とかしなければいけな

かったので苦労しながら聞いていると、英語

を母国語としない国のスカウトでもしっかり

説明を理解していて「日本人は英語に弱い」

と言われる理由がわかったような気がしまし

た。しかし、ジャンボリー半ばを過ぎたあた

りから徐々に単語が聞き取れるようになって

きました。相手の話しが理解できるようにな

って来るとコミュニケーションがとれるよう

になり、自分から外国のスカウトにも話しか

けることができました。班長としてこのジャ

ンボリーに参加しましたが、長期キャンプで

班長をやるのは初めての経験だったためうま

くいかないことも沢山ありました。時間とル

ールをしっかり守って活動させられるよう普

段から気をつけるようにし、次回のジャンボ

リーにはこの経験を生かしてリーダーとして

行きたいと思います。いろいろと問題もあり

ましたが、今回のジャンボリーでは学ぶこと

も沢山あったので、これからの原隊での活動

の中で少しずつでも改善していき、4 年後の 

山口である世界ジャンボリーでは原隊から 

代表として行くスカウトを何人も出せるよう

にしたいと思います。また、自分自身も副長

として参加したいと思っています。 

 

 

 

 

【編集後記】 

組織委員会広報部会では「スカウトの顔が見え

る機関誌を作ろう」を基調にして、このたび、 

地区の活動報告を広報誌として発行することにな

りました。  

創刊号は、皆様からの「元気」がいっぱい詰まっ

ている原稿で、新生尾張東地区の船出を飾るに 

ふさわしい広報誌とすることができました。 

広い地区の中で、スカウト諸君がどのような 

活動を、活躍を、チャレンジをそして貢献をして

いるか、今後もスカウト諸君からのメッセージと

いう形で伝えていきたいと思っています。 

あなたからのメッセージは、みんなを元気づける

のですから。 

「次はあなたからのメッセージです」 
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「我が団の名物指導者を紹介します ・ 第１回」  
 

  １． 自己紹介  

  所属団   ： 尾張東地区 瀬戸第６団     

氏 名   ：  林   尊  浩        

生年月日（団のヒミツ） ： さそり座 ねずみ年  

     スカウト活動暦 ：  ７年 

       指導者活動暦 ： 11 年 

  趣 味：テニスと読書 

  

  ２． ボーイスカウト活動に関わったきっかけ 

    ① 自分が子供のころスカウトであった。 

    ② 自宅の近くにスカウトハウスがあった。 

    ③ 自分の息子をボーイスカウトに入隊させた。 

   

３． 我が隊の自慢 

   我が隊の自慢は、何といっても可愛て愉快な 

スカウト達です。  

   そして、才色兼備のDL と野獣の副長・・・ 

   ホントに「美女と野獣」の様な隊指導者です。 

 

４． ボーイスカウトをやっていて良かったこと。  

毎年上進時期に、BVSから上進してきて、 

BS に送り出すときの子供たちを観ていると 

CS課程の 3年間は、本当に体も心も成長 

して、子供たちにとって大変大切な成長の 

時期を共に過ごせたと感じるとき・・・ 

   あ～っ！良かったと心底思います。 

 

５． 失敗談 

 スカウトに知ったかぶりをすることです。 

 失敗談ではないですが、自分が出来ないことを 

 スカウトに指導したり、実施することは、失敗する 

し、見抜かれます。 

 

６． 得意なプログラム   

  得意なプログラムというか・・・ 

  スカウト達と「話す」ことコミュニケーションです。 

 

 

 

７． 活動の無い休日の過ごし方 

 活動の無い休日は、仕事をしています。 

 あとは、体のメンテナンスです。 

 

８． 我が隊のスカウトにひとこと 

 今、出来なくても 

 今、知らなくても 

決して、人と比べたり、 

自分を諦めることをしないこと！ 

 これからの多くの体験と知識は 

自分を成長させ、自分の可能性を広げてくれます！ 

 

９． 次回は知る人ぞ知る、あの日進２団ボーイ隊 

  隊長の佐藤さんを紹介します。  

        

 Q：その方とのかかわり（どんなつながり） 

  特に別段のつながり、かかわりはありません。 

  が、旧尾張東エリアで佐藤さんカブ隊長をし 

ていたころから、「真面目で言うことはキチンと 

言う姿勢」がスカウトにも伝わり、日進２団を盛り

上げていると感じていました。 

日進２団の名物隊長の一人だと思います。 

 

 

       メ ッ セ ー ジ   

    

   BS 実習所お疲れ様でした。 

      より一層愉快で楽しい、スカウトに 

    とって頼もしい隊長でいてください！ 

 
 

 

今回から自他共に認める優秀な指導者をリレー 

形式で、楽しく紹介していきます。 

おたのしみに 

 


